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痢錨
雉
酬
靱
メ
詢
光
帝
５
ム３
事
高
倉
　
清
子

晴
ら
し
い
発
展
を
遂
げ
た
わ
が
街
福
岡
に
た
だ
ら
だ
け

（―
一
矢
け
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
．
そ
れ
は
福
岡
城
天
守
閣
で
す
．
私
は
古
々
の
本
当
に
う

ら
若
き
項
よ
り
小
倉
城
や
熊
本
城
等
を
訪
れ
る
度
に
、
な
ぜ
福
岡
に
は
お

城
が
な
いｖの
か
？
な
ぜ
復
元
さ
れ
な
い
の
か
と
、
寂
し
い
思
い
で
幻
の
お
城
を

夢
」‐」思
い
な
が
ら
長
年
過
ご
し
イく
参
り
ま
し
た
）^

皆
様
ご
存
知
の
通
り
、
福
岡
は
黒
田
長
政
公
が
、
関
，
原
の
合
戦
後
福
岡

城
を
築
城
さ
れ
、
五
十
二
万
石
と
い
つ
大
藩
の
城
下
町
と
し
て
繁
栄
致
し
ま

し
た
ぃ

「福
岡
城
に
は
元
々
天
守
閣
は
な
か
っ
た
だ^
一
と
い
つ
説
が
い
■
」い
ま

す
．
黒
田
公
は
大
守
閑
の
基
礎
で
あ
る
大
主
台
は
築
造
さ
れ
た
も
の
２
幕
府

に
，
）遠
慮
さ
れ
て
天
守
閣
は
お
集
き
に
な
ら
れ
な
か
っ
た
と
か

。

ｌ

し
か
し
、
私
に
は
絶
え
ず
壮
大
な
天
守
閣
の
姿
が
心
の
中
に
浮
か
び
■
が

る
の
で
す
」ざ
じ
ま
す
．
こ
の
ま
ま
叶
わ
ぬ
夢
で
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
あ
き

ら
め
か
け
て
い
た
矢
先
、
最
近
に
な
り
ま
し
て
、
鴻
臆
館
、
福
同
城
を
整

備
、
復
元
し
イゝ

福
岡
の
歴
史
を
守
り
、
更
に
は
観
光
資
源
と
し
て
活
か
し

て
い

一う
と
い
う
市
民
の
会
が
設
立
さ
れ
、
お
城
造
り
へ
の
第
一歩
が
ス
タ
ー
ト

を
致
し
ま
し
た
．́
神
様
が
何
処
か
で
な
の
願
い
を
お
聞
き
及
び
に
な
ら
れ
て

い
一
あ
くト
ー
う
か
？
私
の
夢
で
あ
る
福
岡
城
が
、
未
来
永
劫
、
福
岡
の
ン
ン

ボ
ル
，
一し
一ヽ
市
民
か
ら
愛
さ
れ
、
ま
た
子
供
達
が
、
お
城
を
通
し
て
歴
史
を

学
び
、
先
人
の
偉
業
を
尊
び
、
郷
十
愛
を
育
み
、
そ
し
て
未
来
に
繋
い
デヽ
い

く
，
ア
一が
で
き
れ
ば
大
変
有
意
義
な
，
ア
，
一存
じ
ま
す
．̈
日
常
の
業
務
に
追

わ
れ
、
慌
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
て
も
、
お
城
作
り
に
夢
を
馳
せ

る
と
疲
れ
を
忘
れ
る
程
心
が
浮
き
立
夕
に
参
り
ま
す
．
生
存
中
に
美
し
い
天

守
閣
の
姿
を
目
に
出
来
る
か
ど
う
か
は
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
い
つ
の
日
か

お
城
が
築
造
さ
れ
る
こ
と
を
目
に
浮
か
べ
ま
す
と
、
そ
れ
だ
け
で
十
せ
を
感

じ
る
の
で
す
．

さ
て
、
復
元
す
る
為
に
は
個
人
の
力
だ
け
で
は
実
現
は
難
し
く
、
何
よ
り

市
民
が
、
お
城
造
り
に
熱
意
と
理
解
を
持
ち
協
力
を
し

に́
い
く
事
が
必
要

だ
と
思
いヽ
ま
す
．́
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
熊
本
城
も
市
民
の
お
城
を

熱
望
す
る
古
が
高
ユ́
よＬ〕
市
民
と
篤
志
家
の
浄
財
に
よ
っ
一ヽ
築
造
さ
れ
＾
，
」か
，

何
年
要
す
る
の
か
正
直
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
し
、
天
守
閣
再
現
の
ん
に
は
膨

大
な
調
査
研
究
等
、
問
題
も
山
積
み
＾ヽ
す

　^
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ど

ん
な
困
難
が
生
じ
よ
う
と

一書
一志
あ
る
と
こ
ろ
道
は
拓
け
る
！―
・
と
強
く

信
じ
、
残
さ
れ
た
私
の
限
ら
れ
た
時
間
ヽヽ
，、〓
い
ま
す
が
、
事
の
お
城
造
り

に
棒
げ
る
党
悟
（ゝ

面
張́
二

みヽ
た
い
と
思
う
の
不ヽ
一
■
い
ま
す
´

鷺



福岡城ど―んた(演舞1合
65年ぶり・に甦らた

↓揖国市民の祭り4

滉
門

い邦
ヅ
蹴
耶

尊

快
晴
の
五
月
三
日
、
福
岡
城
跡
に
て
、

我
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
鴻
臆
館

・
福
岡

城
跡
歴
史
・観
光
・市
民
の
会
」
と
読

売
新
聞
西
部
本
社
の
共
催
に
よ
る
市

民
の
祭
り

「福
岡
城
ど
ん
た
く
演
舞

ム
里

が
６５
年
ぶ
り
に
甦
り
４５
団
体
６

０
０
余
人
が
出
演
し
伝
統
芸
能
を
披

露
し
ま
し
た
。
９
時
４０
分
、
舞
台
開

き
。
石
井
理
事
長
の
挨
拶
、
岡
部
事

務
局
長
か
ら

「福
岡
城
ど
ん
た
く
演

舞
台
」
開
催
に
あ
た
つ
て
の
経
緯
等
述

べ
ら
れ
、
舞
台
清
め
―
四
方
払
、
柳
生

琶
中
村
旭
園
社
中
の

「ど
ん
た
く
松
囃
子
」
、
筑

前
今
様
二
川
流
吟
道
披
露
、
会
の
観
光

・親
善
大

使
藤
堂
輝
明
氏
の
民
謡

「黒
田
節
」
、
長
唄
三
味

線
杵
屋
佐
和
二
郎
社
中
の

「ど
ん
た
く
三
番
雙
」

と
福
岡
城
跡
の
舞
台
な
ら
で
は
の
内
容
。

日
韓
親
善
交
流
・金
孝
淑
さ
ん
の
踊
り

「プ
チ
ェ

チ
ュ
ム
」
、
熊
本
か
ら
バ
ス
２
台
で
参
加
の

「隋
兵
肥

後
一会
」
、
博
多
仁
和
加
、
ふ
く
こ
い
連
の
ダ
イ
ナ
ヽヽ
シ

ク
な
総
踊
り
、
野
の
花
学
園
の
「野
の
花
太
鼓
」
等
々

舞
台
は
空
き
時
間
も
な
く
順
調
に
回
転
し
夕
方

を
迎
え
ま
し
た
。
会
の
島
野
・
野
田
・松
井
各
氏
に

よ
る
祝
い
め
で
た
、
石
井
理
事
長
の
手
一本
で
無
事

終
了
。

翌
四
日
、
警
固
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
さ
わ
や
か

な
演
奏
で
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｈ
時
頃
博
多
松
囃
子

西
流
れ
・稚
児
流
れ
上
二
福
神
流
れ
の
皆
様
方
に
作

法
に
則
っ
て
ご
挨
拶
。
琉
球

舞
踊

「
柳
美
会
」
、
千
代

相
撲
甚
句
、
博
多
古
謡
那

能
津
会
ど
ん
た
く
隊
、
圧

巻
の
陽
流

「
抱
え
大
筒
」

等
た
く
さ
ん
の
方
々
に
が
」参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

締
め
く
く
り
の
挨
拶
、

祝
い
め
で
た
、
手
一本
。
二

日
間
、
晴
天
に
恵
ま
れ
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

来
年
の
舞
台
が
楽
し
み

で
す
。
市
民
の
皆
様
へ
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
ま
し
て
た
く
さ
ん
の
観
客
を
動
員
し
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

読む、ほんとう。

読売新聞

読

読

む 、い ま 。

む、先。

購読 のお 申 し込み は 日洒 0120-4343-81 YOMIURI ONLINE http:〃 www.yomiuri.co.ip/



福
岡
城
こ
ぼ
れ
話

蒙

■
●
１
一Ｌ
■
肇
■
桂
■
貯
一●
〓
一議

長

人

離

信政

健恣
饉
篠
輻

諦一．一一一紅一一一一籍一瓢一

輝政

酷 豊

隆
〓

壺
■
一
菫
呈

1高知城 1高知県 :江戸 11727(火災)1

:     11747 1山内望1藪

″‐1宇和島城  1愛媛県 1江戸 1668 1伊達宗利

(※ )は山城の天守の唯―の遺構

天
守
が
出
現
す
る
の
は
織
田
信
長
が
築
い
た
安
土

城
天
守
で
金
殿
玉
楼
を
極
め
た
。
築
城
は
天
正

四
年

含
五
七
六
年
）
で
、
火
災
に
よ
る
焼
失
ま
で

わ
ず
か
数
年
で
あ
っ
た
が
、
権
力
の
象
徴
と
し
て

天
下
統
一の
野
望
に
燃
え
る
諸
将
達
の
あ
こ
が
れ

で
あ
っ
た
。

以
後
、
全
国
各
地
に
天
守
建
築
の
ブ
ー
ム
が
起

，ち
た
。
織
豊
期
に
は
各
地
の
大
名
が
所
領
に
応

じ
て
築
城
し
た
が
、
一六
一五
年
の
コ
国
一城
令
」

に
よ
り
多
く
の
城
は
朽
ち
て
い
っ
た
。

徳
川
三
百
年
の
後
、
明
治
四
年

全
八
七
一年
）

の
廃
城
令
と
第
二
次
大
戦
の
空
襲
に
よ
り
貴
重
な

文
化
財
で
あ
り
、
各
地
の
ン
ン
ボ
ル
と
し
て
の
天

守
閣
は
激
減
し
別
記
十
二
城
を
残
す
の
み
な
っ
た
。

名
城
と
い
わ
れ
た
、
名
古
屋
、
大
阪
、
熊
本
城

の
天
守
閣
は
復
興
さ
れ
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

福
岡
の
中
心
に

「天
守
閣
」
が
見
ら
れ
る
の
が
近

か
ら
ん
こ
と
を
望
ん
で
止
ま
な
い
。

（学
術
班

¨
津
田
慶
こ

天守閣 復興天1守を 械と書院|(原色日本の美術 12巻)

種類 城 名 場所 時代 完成年 城主名

池1田1輝正

石川康ず

醐

国宝 1姫路城 1兵庫県 材L山 1609‐

松本城 1長野県 15971

犬1山城 愛知県 室町 1599

彦根城 滋賀県 ツし山 lo06 一井

重文 弘前城 青森県 澤

16111(火災)

162バ火災)

||¨
一藷
一
一丸1岡1城‐ 福井1縣 西

一
桃
一

柴

// ・※ 備1中1松1山城 岡1山1県 1江戸 1中は 義| アК:イ ::ヽ11,111

嚇

軸

山崎象

加臨

松平勝

山内■

// 松江城 | 島根県 断 16111

丸亀城 香川県 凛
1596■|||||■ |

46431繭

// 松山城 愛媛県 江戸

1602(築城)

1‐7841(火災)

1854(再築)

1603



高 高 柴 木 亀 河 小 江 鮎 阿
上ヒ

瀬 本 田 嶋 川 東 河 藤 川 留

由 俊 清 和 フ俊 弘 て 茂
紀    サ   る
子 子 孝 子 子 也 之 き 彦 哲

吉 吉 安 森 森 毛 村 宮 水 前 前 堀 穂 古 福 福 深 樋 比 原 橋 野 西 松 中 中

水 田 松   利 上 本 上 田 田本 坂 谷 島 嶋 沢 口 嘉 田本 上 木 島 西 垣

勝  淳 弘 哲 英 寿 和 千 重 光 光 昌正 敏 賢 = 義 則 俊 み 友 す 敏 勝
好 世             ど  ず

喜 誠 祐 子 夫 助 浩 子 子 光 風 乃 之 之 子 司 夫 恩 永 子 賢 り世 な 彦 利

鯰    1剰
雉鐵蝠陶鱚閻鰈鶉鶉⑮
６団体

帥

ア
イ
・ピ
ー

・
エ
ス

棚
ケ
イ

・
エ
ス

・
デ
ー

大
成
建
設

ｍ
九
州
支
店

ｍ
都
市
再
生
研
究
所

柳
生
新
影
流
柳
心
流
　
　
ヽ

ｍ

ア
イ
バ
グ
ル
ー
プ

躙
輻
靱
躙
粽
鼈
鰺

蛉
名

二

局

良

繁

子

一
小

西

敏

文

一
小

林

俊

幸

一
斎

田

耕

作

一
佐

藤

俊

一

一
庄

山

律

子

」
［示
　
　
　
　
　
宏

、
新

内

釜
口

夫

一
高

杉

重

行

一
高
　
瀬
　
正
二
郎

瀧

　

　

巌

■
局

山

義

明

種

田

静

江

一
滝

島

哲

也

醐

馴

帥

輩

一
価

柵

・

彬

長
谷
川
　
賢
　
輔

一一
田
　
坂
　
大
　
蔵

福

澤

俊

幸

一
田

島

満

行

福
　
田
　
節

．
子

一
田
　
中
　
幸
次
郎

訓

縣

膵

子 一

一
躙

神

製

蹄

一
津
　
村
　
壮
“
　
二

７団体　　　　　一幅　尾　麒　御

蠅
瑕

陽

綾
杉
　
酒
造
場

イ
ワ
オ
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ

帥

吟
道
宰
都
館

働
サ
ン
ピ
ツ
グ
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
パ
ン

閣
滝
川
印
刷
所

博
多
那
津
会

悧
読
売
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

鼈
輻
晰
躙
饒
躙
扮

鶴
名

一
　

今
春
、
４
丹
６
日
に
福
岡
城
南
二
の
丸
多

一
聞
櫓
の
庭
園
で
僣
す
よ
う
に
、
会
項
の
皆
様

一
に
か」案
内
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。
事

・一
務
局
で
の
準
備
も
ほ
ぼ
完
了
し
、
「観
桜
の
宴
」

赤
　
塚
　
孝
　
子

　

上
　
村
　
純
　
子

一

の
開
催
を
待
つ
の
み
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
突

朝
　
稲
　
敏
　
隆

　

内
　
野
　
順
　
子

一一
然
、
３
月
２０
日
の

「福
岡
西
方
沖
地
震
」
発

阿
　
刀
　
寛
　
明

　

梅
　
津
　
昭
　
彦

一一
生
で
福
岡
市
は
多
大
の
震
災
と
な
り
、
福
岡

赫
　
¨
　
難
代
一

　

』
　
［
　
蝉
　
一

一一
働
い
橿
詢
輔
麟
鮮
け
い
赫
断
が
姉
峨
割
湘
一

一
ノ
瀬
　
征
　
雄

　

小
　
田
　
丼
口
　
也

一
さ
ら
に
石
垣
の
い
く
つ
か
の
石
が
ず
れ
て
通
行

△フ
　
丸
　
　
　
〕浜
　

片
　
山
　
晃
　

一　
一・
禁
上
に
な
り
ま
し
た
。
南
二
の
九
の
多
聞
櫓

上
　
田
　
〓詈
久
雄

　

加
　
藤
　
敬
　
介

一・
も
壁
に
亀
裂
が
多
く
で
き
、
一部
土
壁
の
剥
落

一
上
　
原
　
　
　
晃

一
河

方

正

己

一
川

下

睦

彦

（３
／
１
～
６
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会からのお誘い

多彩な行事と

弁当・酒。菓子付

特別鑑賞券 3,000円

参加募集中

晋州城や釜山の倭城めぐり

※お問い合せは事務局まで
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及
び
多
聞
櫓
の
内
部
の
木
材
に
も
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

そ
う
で
，
予
期
し
な
い
出
来
事
の
発
生
の

た
め
、
事
務
局
で
は
、
福
岡
市
及
び
福
岡
市

教
育
委
員
会
に
意
向
を
伺
い
ま
し
た
が
、
史

跡
保
存
状
態
か
ら
多
聞
櫓
の
庭
園
で
の

「観

桜
の
宴
」
開
催
は
遠
慮
し
て
は
し
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
市
民
感
情
と
し
ま
し
て
も

地
震
被
災
状
況
、
余
震
が
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
状
況
も
あ
り
、
「
観
桜
の
宴
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
市
民
の
皆
様
の
違
和
感

も
あ
る
と
判
断
し
、
急
遠
中
止
す
る
こ
と
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
各
会
員
の
皆
様
に
ご

連
絡
い
た
し
ま
し
た
が
、
一部
連
絡
も
れ
の
た

め
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
来
年
度
は
こ
の
度
の
準
備
経
緯

を
参
考
に
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

「観
桜

の
宴
」
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。
ご
期
待
く

だ
さ
い
。
な
お
、
第
一回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
発
足
総

会
は
当
日
読
売
新
聞
西
部
本
社
に
て
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

追
記
し
ま
す
と
今
年
は
低
温
の
日
が
長
く

桜
の
開
花
が
遅
れ
、
そ
の
た
め
に
ソ
メ
イ
ョ
ン

ノ
と
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
ほ
ぼ
同
時
に
開
花
す
る

と
で
つ
珍
し
い
年
に
な
り
舞
鶴
公
園
の
福
岡

城
跡
は
満
開
の
桜
に
な
り
ま
し
た
。
（荻
野
）
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福岡城に天守間を、日本に、ここ福岡城跡しかない

鴻臆館の遺跡・福岡市の歴史セントラルバークにゆだ

ねる夢は大変に大きい。福岡城跡を支える市民の会の今後やつて行く作業は多い。NPO法人と
して人権を有し、社会に責任ある行動を期待される小さな第一歩ではありますが、大事な舞鶴
公園―帯を福岡だけでなく、九州、いや日本に輝く歴史と観光に輝く復元・再建・修復に加え

て先人の教えが学べる一大国資産の公園にしたいと考えております。

定年後の熟年事務局員が全力をあげて、自分の役割分担を懸命に努力して頂いています。厚
くお礼申し上げます。

事務局長 岡部定一郎

本店/福岡市中央区天神1丁 目6番8号 天神ツインビル
Tel.751-4731

URL http://www.fukuoka― shinkinoco.jp

生きていく。
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